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地域コミュニテイの再興iこ関する考察
日本におけるソーシャルキャピタルを巡る議論を基にして
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はじめに

地域コミュニfィエが衰退し「隣は何する人」か知

らない社会を私たちは生きている。人間関係が希薄

な社会の「気楽きJを事受しながら、他方ではそれ
に起因する社会総理に直面しているの吉宮現代である。

地域社会の伝統や犠轡に縛られることを嫌い、義世

代の価値綴に縛られることも嫌い、阪ちなく私の「白

lV.地域コミュニティ再興とソ}シャルキャピタル
V.地域コミュニティ再興に向けた課題
結論

潟Jを追求してきた結主主が、核家族化であ号、杏ら
に「僚人化(私.1tあるいは私事fトパ』ソナルft)J 
のライ 7スタイルである。その傭人化は地域や家庭

に限らず現代のさまざまな社会に共通する傾向である。

「自由Jの報の代償として、いわば「人間の危就
に私たちは直面しているのでは語いか。ピトは「人
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自由

と人の問jで人間になり得るにも拘らず、他者との

つながりを避ける現代の風潟は f非人間化」、すな
わち人闘であることの危機を意味する。自傷行為を

繰事返す孤独な若者を増やし、社会的逸脱や生活障

害を引き起こす社会病理の原因にもなっている。人

ぴとのつながりが弱し住民が互いに無関心な地域

では、犯罪が起きやすく住民の安全が脅か苔れる。

独居老人の「孤独死Jは、高齢化社会に対する私た
ちの不安をつのらせる。

このような不脅な兆候を自の当た唱にして、多く

の人たちは社会の「異常Jを感じている。地域の問
題を解決するには住民のつなが号が必要である。人

が生まれて死ぬまで幸福に暮らすには、生活する地

域において人間関士の義かな鮮という蒸事撃が必要で

ある。そのためには地域コミュニテイ2を蘇生させる

ことが現代社会の大き会議選である。しかしながら、

地域コミュニチイの衰退は深刻化L、その背景には

人と人のつなが与を避ける、という人の生き方の変

化があり、それをもたらした時代の流れがあ品。従

って、地域コミュニティの衰退を食い止めてその再

生を目指すことは大きな挑戦であろう。

人と人のつなが唱に関する議論が「ソ}シャルキ

ャピタJレ3(曲cialcapital・SC)Jの研究と共に行わ
れており、幾つかの学閉鎖域においである種のブー

ムの様相を援しているが、それは現代の社会状況の

反映である。 SCには確定した臼本語訳はまだない
が4、本稿では「社会関係資本Jとしておきたい。
SCの用語は1抗告年に最初に使用菩れたが、近年i高ま
っている議論の契機はロパ}ト，パットナム (1鈎3，

2∞0)によるところが大きい。パットナムによるSC
とは f社会的信頼JI互翻性の灘範JIネットワ}
タ(社会的まつながり)Jといった社会組織の特徴
である。ぞれは家族、仲間、地域、験場などの社会

グループで形成され共有される相互関係のことであるo

SCI立、社会の様々な営みのパブオ}マンスに影響す
ると考えられており5、地域コミュニティの再興を考

察する tで有用な概念である。

本稿の自的は、社会で人間関係が希薄化している

原因を考え、地域で起きている諮問題を示して、地

域コミュニティ再生の課題について考察することで

ある。また内閣府が行ったSCに翻す品調査を基にし
て、地域コミュニティ再興に向けた課題を議論す品。

第I章では関連する先行研究をレピューする。第E

重量では地域コミュニデイ衰退の原因を考察する。第

車掌では地域コミュニテイの衰退によって、具体的

にどのような問題が地域社会で起きているのかを紹

介する。第IV主主ではコミュニティと関連の深いSCに
関する内湖府の調査を紹介した上で、地域コミュニ

fィ再生と市民活動の劉係を挙察する。第V挙では

それまでの幾重量を受けて、今後の地域コミユニfイ

再興に向けた言菜類について考察した。

I.先行研究

地域コミュニティに関わる揖f究領域は広範にB品。

少なくとも地域調発、地方分権、公共政策、コミュ

ニテイ政策、地域コミュニテイ、社会心理、コミュ

ニティ心頭、まちづく号、コモンズなどの領域が挙

げられる。 SCの概念はこれらの分野に共通の基礎を
提供すると考えちれる。本穣の関心は地域コミュニ

Tイの再生と、それに不可欠な人と人のつながりで

あるc その意味でSCの議論が、本稿に係わる先行噺

究として関連が深いとj恩われるので、本主主でレピュ

}しておきたい。先ず本草需の課題が、地域コミュニ

ティ論においてどのように考えられているか紹介し

て、次にSCの先行研究を紹介する。
IIi埼 (2003)は地域社会識の立場から[地域コミ
ュニティ論jを著して、 「地域の住民自治的発展方

向を実現していくために、地域住民間の紐帯組織と

しての町内会ー自治会、コミュニティ綴織、 NPりに
焦点をあて、今R的特徴を輸として、コミュニfイ

の発達に向けた展隠と将来像Jを検討している。こ
の著書の<tで山崎は人びとのつなが号の再生の必重要

性について述べている。すなわち人間関係が希薄化

した地域の中で、人びとの孤独な生活が広がりつつ

あるために、住民相互の助け合いや人ぴとのつなが

りを求める意識が高いにも関らず、一方では地域の

活動に対する消極的な住民が多い。そして地域再生

の基盤はコミュニティであるとして、 「地域共同管

茸('をすすめ、住民参加を拡大していくためには、人

と人を結びつける仕組みが必要になってくるjと述

べている70

さらに、人びとのつなが与を生み出す感情として、

地域生活にともに参加してい晶「われわれ感情」、

コミュニティにおける自己の果たすべき下役君事路橋J、
コミュニテイへの物的ー心理的な「依有感情jなど

が、人びとの「地域社会感情jとしてコミュニfイ

を構成する基本的な要素であ号、総じてコミュニテ



ィとは「一定の地域の共同生活でくりひろげられる

生諮問世界における共同性や椋互作用によって生み出

される社会生活関係の体系と共同牲にむかう価値意

識jであると論じている(山崎 2003必-42)。本稿

で考察しようとしている地域の人と人のつながりの

閥復は、山崎の地域コミュニfイ裁においても重要

な謙譲であ号、それは地域の人びとの共関投や相1i.

作用によって実現されると考えている。

人間関係の希薄化という問題状況に呼応して、日

本政府、地方自治体などによって、日本松:会のSCに

ついて幾つかの緋究成果が発表されている。とりわ

け内閣府による2002年と2日05年の全国を対象に行わ

れた調査が注目すべきものである。 2002年の調査結

果は fソーシャル・キャピタル:嬢かな人間関係と

市民活動の好循環を求めてJ、2005年の調査結果は
fコミュニティ機能再生とソ』シャル・キャピタル

に関する研究調査報告書 Social Capital for 

Community豆egenerationJである。そしてこれら

2つの務査を実誰したH本総合研究所によ号2007年

に3度目的全国調貨が行われ、 rR本のソ}シャJレ・

キャピタJレと政策Jが発表きれている。内閣清から
きらに2005年に『コミュニティ再興と市民活動の展

開jが発表されている。総務省からは2007年に『コ

ミュニテイ研究会中関とちまとめjが公表されてい

る。地方自治体からは北海道により2005年に『ソ』

ヤャIvキャピタルの議成と地域カのi向上j、横浜市
によ号2005年に f経済活性化に向けたソ』シヤルー
キャピタル報情書ト菩いたま市により京総年に『ソ

}シャJレ剛キャピタル向上に向けた義凝議霊長報告書i
時勢衣きれている。これらの標題に見られるように、

人間関係とコミュニティの再生がそれらの中心テ}

マである。

いずれの研究においても、比較的新しい概念であ

るSCについて、先行研究骨量主に議論しており、先に

挙げたパットナムの定義に沿っている。侭LSCI主良

いことばか号ぜはなく、 「ダ』タサイ J<'Jを合trこ
とにも注意を怠っていない。ぃγれの調査も地域コ
ミュニティの再興を目指している。その前提として、

政府や自治体の行政が担うこれまでの「公共Jに対
して、地域の住民社会が担う役割、すなわち「新し

い公共Jを積極的に評価9している。その住民の役割
を発揮するために地域のSCを豊かにすることを目指

している。それぞれの研究ではSCの向上、市民活動

の促進、地域コミュニテイの再興が関心の中心であ

地域コミュニティの再興に祷する考察号1

る。詳しくは本稿第亜章で紹介する。これらは行政

機関の調査であるため、 SCを向上し地域コミュニエテ

イを再興するような、政策連差問の可能性についても

言及している。

地域コミュニティの再興を目指すためには、これ

らの調査の幾重量はまだ十分ではないと思われる。す

なわちコミュニティ崩壊10の原因の克臓を楓霊?に入

れた議論番わド足している。コミュニティ崩壊の要痴

は広く深く社会に浸透しており、新しい公共を促進

し実現する市民活動のみでは、その膨響は地域の一

部に限られかっ表極的に留まるであろう。地域コミ

ュニティを再興するには、地域住民の「生活の貿J
に日を向けた広く深く浸透する変革が必聖書であろう。

内淘府の先行研究を踏まえて、本績では地域コミュ

ニテイ再興をめぐ尋問題状況を義理し、コミュニテ

イ再興に向けてさらに必要と考えられる課題につい

て考察する。

政府平地方自治体の害調査の他に、研究機関や民間

企ンタタンクによってSCとコミュニティに隠する研

究が行われている。例えぽ、 SCとNPO・ボランチ

イア活動・地域文化カ・教育・少子高齢化全士会など

の関連を論じた f日本のソ}シャル aキャピタルj
(111内・伊吹、 2問的、 「地域コミュニティにおけ

るシチズンシップの議成英国の先進事例から大阪

が学ぶととJ([[1本、 20自7)、 「ニュ』タウン再生
を支えるコミュニティ郵j生に関する調査研究J (布
施200品)、 「ソ』シヤ1ルレ.キヤピ夕ルと社会起業家

一地竣コミユニテイと相均

(神E膝霊、 2却0∞05ω)、 「これからの地域コミュニティ政

策をめぐる課題~全国市町村アンケート調査結呆を

踏まえて~J (広井、 2∞呂)などがあるG
中島 (2005)は「持続的な発麗のための人間の条

件jにおいて、人間・社会・自然の間の「関係性J
を中心テーマに据えて、地域社会の持続的な発展の

条件を考察し、人びとの肖発的共同行為の役割を強

調した。それは痕援的にSCを議論したものではない

が、実質的にはSCと通底する内容である。さらに人

と人および人と自然の共生を実現するために「生活

の質Jの価値向上を促す世界観のパラダイムシ7ト
を主張した。本稿のテ-';i'である地域コミュニティ

の再興は、人間・社会・自然の関の「関係性jを回

復して、人と人および人と自然が共生する地域を創

造するということでもある。
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Il.地域コミュニティ崩壊の原因

日本の地域コミュニテイが崩壊している背景には

さまざまの要因が存在する。地域コミュニテイの再

生を考察するに際して、コミュニティ崩壊の背景や

原図を認識しておかなければ、目的を実現するため

の実効的な方策を採ることはできない。厳史的な趨

勢としての近代化、都市化、市場経済、個人主義な

どと、億人主義や市場経済と結びついた生活上の利

便性忘[匂が、いかに人間関係を希薄化きせコミュニ

ティ崩壊の原因になっている地ヘについて本軍事で議

ベるο

1.近代化と市場経済

地域コミュニティの変化は、近代図書誌の成立に伴

う政治的な側面に一つの原因を求め晶ことができる。

前近代の日本においては、それまでの入会11キ普請12

の制度に見られるように、地域資源の管瑛i土地域の

統治者と住民によ専行われていた。江戸持L代の凶公

六民13の税制は、江戸の擁Tの公共事業の主体につい

ても同様であり、 4部は統治者{公)の役割で6害j

iま民の役割であqた{移滅、 1鈎8)。

近代国家骨形成するべく中央集権の法制肢が制定

杏れて、明治政府が全開に開一的な統治と行政サ}

ピスを行うようになった。それは山聖子河苦手の資謀者

地域住民が利用・管理する権利の剥奪・制限をも意

味したG それ以前は、資源を自ら管理する必要があ

ったからこそ、地域コミュニティが総持されていたロ

しかし資源管避の正統性を失った地域コミュニティ

には、資源管理の役割は求められず、その結果コミ

ュニティは衰退する要因を内包することになる{窪

田・三俣、 2関心。地域コミュニテイ衰退の制度的

な原因が作られて、現代に至るまでそれは続いてい

る。

関家統治の拡大による地域コミュニティの弱体化

は主晃代社会に皮肉な形で現れている。それは住民に

見られる行政依存の態度である。住民自らが地域の

問題解決の努力をす晶のではなく、行政サ}ピ3えを

鶏待する緩向が強い。それは行政機カの拡大に伴う、

住民の行政依蒋意識の増大の現われであろう。また

地域コミュニテイが表返し、地域住民同士のつなが

りを失った結果、住民自身が地域の問題を解決する

「地域カJを失ったからでもある。
地域コミュニティ衰退の島露関は都市化の拡大に求

めることもできる。近代化による産業の発展は人口

移動を引き起こし、都市1tや都市の拡大として表れ
た。都市に新しい地域社会が現れ、 “主主は地域コミ

ュニティも形成された。しかし、それは戦後の高度

経構成長と現代の個人主義の風潮を初めとする諸要

因によ号弱体化している。

都市化とともに広がった核家族化も地域コミュニ

ティの衰退に寄与している。一般に居住年数が長く

なるほど、地域の人びとの人間関係が背まれる。し

かし核家族化に伴う一世代の居住期潤では、近隣住

民との人間関係は蓄積されにくい。

近代化の過程において、伝統的な相瓦扶l!iJに見ら

れる社会関係が、貨幣による経済関係に置き換えら

れてきた。近隣の争士会的な協力関係で賂われていた

生活上の必要が、貨幣経済の普及に伴ぃ、市場を通

してT-較にカネで貰えるようになった。例えば冠婚

葬祭から日常生活の必要に至るまで、人ぴとのさま

ざまな営みが市場で畿入できるサ』ぜスの対象にき

れて、 J栂11:扶助には不調J欠の近隣社会のつきf暑いが

あま号重要ではなくなった。カ阜のカを増大dせ、

カネに車買った結呆、私たちが失いつつあるのは、近

隣をは己めとするさまぎまな社会の人間関係である。

そして近隣コミュニティも表返したのである{中島、

2郎5:127)。

2闘個人主義の拡大

利己的な個人主義14の風潮が日本では特に戦後に

なって強まってきたcそれは人びとの意識や卒事1i
にまで及ぶので、人の生活や社会のあらゆる制面に

影響が現れる。例えば、伝統の軽視、核家族化、利

便性の志向、社会・経済活動における人間関係の軽

視などである。その結泉、人と人の関係牲が貧弱に

なる傾向がある。

個人主義と市場経済は相性が良く、相互に強めあ

う関係にある。市場経務では各個人が利益の最大化

を目指すからぜあるcそして現代社会の人びとは市

場競争の中で、主いに競合する個人に分断される。

人と人、社会と社会とを分断する要因は数多い。経

済的勝者と敗者、組織のリストラ、人・地域・国レ

ベルの経務格差など、挙げれば隊唱ない。グロ}パ

ワゼ]ションの名のもとに市場経済は世界中に広が

っており、同時に網人主義の風潮にも助けられて、

人びとの分断化は加速度的に進んでいる。

個人主義はあらゆる分野でパ}ソナル化(1私化



あるいは私事化J)を進めている。テレl!.電話な

どの道具のパーソナル化は言うに及ぱず、 「個食」

に見られるライフスタイルにまで、家庭でもパーソ

ナJレ化が進んでいる。その結果、 「綴Jの世界へ人
びとが押し込められて、人と人骨結ぶ関係牲が郎り

とられ、孤独な鏑人が増えている。地域社会や家族

の人間的な関係がやせ細型、地域の共荷体社会は崩

壊し、家族の紳までが危機にさらされているc

f個人主義の風潮は利便性の追求やパ}ソナル化と
強力に結ぴっく。人と人の共同行為においては偶人

の縫い遜与に事は迷ばない。なぜなら家族でさえそ

うであるように、個々人の綴徳観は異なるからであ

る。しかし相互扶劫に見られるように、共同行為は

纏人で成し得ないことを可能にする。その共筒行為

のメリットを犠牲にしながら、制(私)の都合を様

先して核家族化やパ』ソナル化が遂行している。そ

の犠牲を私的にかつ部分的に克服する手段が、サー

ピスを提供する市場での消費活動(利便性の獲得)

であ号、企業によ品サ-l!Aや瀦品の開発競争や商

業主義が利便性追求の後押しをしてい品。

f私の都合」者優先で畠るパ}ソナJレ化は利便性

追求の現れである。商品として勝入できる道具のパ

ーソナル化は顕著に進んでいる。自動車のパーソナ

ル{~í主公共交通機関が不足している地域では一般的

である。核家族に使用された団地の住婦も使い捨て

されて空き家が増えている。これらのパ}ソナル化

は家族闘のつなが唱を希薄にし、自動車(私空隠)

による移動は地域住民の交読を減少菩せる。

便利きを追求するサ}ピAや機械が発明きれ、そ

れを購入するカネを稼ぐために、さらに「私の都合J
を優先しなければならない。市場競争、偶人主義、

利便性、パーソナJレ化が現代社会で循環している。

豊かにな・ったはずの日本社会であるにも隠らず、共

稼ぎで長時間労畿を強いられるという矛盾に陥って

いる。その長時間労働は彼らが住む地域社会で近隣

の交流を難しくする。現代社会の個人主義志向に織

されたネガティプサイクルである。

このようにして社会から共同性(人と人のつなが

り)が減少してきた。地域コミュニティが衰退した

背景には、このような人の生き方や盟、想が根底にあ

り、その上に出来上がった社会経済の仕組みがある。

コミュニテイの形成を阻害する要因は多く、コミュ

ニティを再生寄せる処}j築づく哲は容易ではない。

このような現実を認識しなければ、実効的な地域コ

地域コミュニティの再興に祷する考察号3

ミュニティ再生の方策を追求することはできないだ

ろう a 次章では、実際に地域社会で具体的にどのよ

うな符題が起きているか紹介する。

町地域コミュニティ崩壊と社会問題

1陣地域社会で生曹番不安

近年私たちがi藍面している地域の問題にはどのよ

うなものがあるだろうか。地域住民の人間関係が希

薄化している表れとして、孤是量死に代表される孤独

死、子背てをす晶母親の孤立とそれに伴う燃えば児

童虐待、そして引きこも号、うつに菅しむ人びとや

自殺者の増大などがある。またニユ』タウン人口が

一斉に高齢化してオ-;レドタウン化する現象15は核

家族化の結楽であり、そのような団地で近隣住民と

つながりのない独居老人も増えている。

これらの問題を擦刻化させる共通の重要閣は人びと

のつなが号の弱体化である。コミュニティ機能が崩

壊してい品地域ではこれらの問題が起きやすしそ

の結来として町内会や自治会への不参加あるいはそ

れらの図体の解散という事態も起きている。このよ

うな人が生まれ、成長し、働き、老いるという人生

の基本的なブ口セスにおいて、地域に住む人ぴとに

不安が生まれている。

日本社会の安全性も脅かされている。私たちの身

の回唱でも、引ったく号事件が頻発し、放火事件も

止むことが無しまた児童や弱者の殺害が連続する

など、地域の治安状況に不安を抱かざるを得ない。

詐欺や偽装事件などの経済犯罪も後を絶たない。こ

れらはー郊の地域の問題というよりも、企図的な社

会病理現象であると考えられるが、罪を犯す者は地

域で生まれ育った人関であ号、教育力を含む地域社

会の機能の弱体化が無縁であ晶とは言えない。瓦醗

性中共感するカを育むのも地域コミュニfイの機能

ゼある。

2.増え尋地域の害者間題

先の人の生に係わる深刻な不安の他にも、人びと

の生活する地域では日常的な大小の問題、 f踏み、図

ったことなどが生起す品。全国の多くの地域はさま

ざまな問題を抱えてい品。その地域の諮問題の解決

の必要に応えるために、 NH正予レピは草加年から「難

閥解決 1ご近所の底力jというシリ}ズ番組を関線

した。本章で紹介するのに相応しい内容であろう。
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これまでに扱われたfー?を、.1:な分野としてまち

づく号、環境、福祉、防犯、防災に分けて列挙する

と以下のとお唱である。

まちづくり:祭りの復活、機陪衡の関j苫に伴う質物

の不便、町工場の活性化、放置自転車、炎通

渋滞、公共交通の存続、少子化による祭き校

舎、置Iの"I!き家、街の景観ー日照、マンショ

ンの老朽化、増えた外国人との付合い、限界

集落。

穣境:ゴミ出しマナ}、ゴミ分別、ゴミ不法投棄、

ゴミ減量、ゴミ置き場のカラス対策、マン~

ヨンの生活騒音、ベット動物の書聖書、ハトの

糞響からマンションを守晶、衡の落書主、タ

バコのマナ}、二酸化炭素削減、街路樹の落

ちま量清掃、竹林被害。

福祉:保育闘の不足、住民の健康づく号、地域の交

通弱者、老人の関じこもり、故郷の親を世話

する、ひとりの老後、認知症対策、お葬式。

妨犯:不審人物から児童を守る、 ZEき巣から町を守
品、ひったく明から守晶、放火から町を守晶、

詐欺から守晶、暴走族対策。

紡災:水主普から身を守晶、地域妨災、獣寺普から守晶、

サルから町や村を守る。

これらのテ}マは多様である。多くの問題は私た

ち自身が経験してい尋問題、あるいは私たちの身近

な入の問題である。また地域性の強い問題とそうで

ない問題がある。これらは単なる例であり、これら

以外にも潜在的に開題は無数に存夜すると言っても

よい。

このよう岳地域の問題の解決は行政の役割だろう

か。それぞれの地域独自の工夫と解決が必重要な陶磁

に対して、行政が主導的に取り組むことが効果的か

どうか疑問である。{Elし場合によっては、滋存の行

政サ』ピス骨活用できることはある。これらの隠閣

を地域住民の協力で解決する方法を考え、提案し、

実行し、紹介することがこの番組の自的である。現

代社会の地域でさまざまな問題が発生してお号、多

くの地域が同様の陶磁を抱えており、その解決には

地域住民の協力が有効であることが分かる。

住民の協力による問題解決策を紹介するこの番組

が生まれて、現在まで長い難問にZまって放送が緩い

ている。このような教育的な番組の需要が大きいと

とは、皮肉にも地域社会の問題解決能力が減退して

いること、すなわち地域住民の協力関係が衰退した

日本の現状を示している。人びとの生活にはさまざ

まな営みがあり、人ぴとを取り巻く社会も変化し続

けるので、いつの時代でもさまざまな問題が瀞在的

に存在する。問題を解決する地域コミュニfィが衰

退すれば、その解決申灘しくな専問題は顕夜化する。

問題解決をすべて行政に任せることは、財政や人

的資源の観点から無理であろう a仮に可能であると

しても、それが地域社会にとって望ましいかどうか

は疑問である。また行政と地域コミニ工ニティの協{織

が必要告ものも多しその場合行政は支援すること

はできるが、大切なのはコミュニティ自身の主体性

と問題解決強力である。そのために不可欠なものが

地域コミュニティの人ぴとのつながりである。

多くの地域の問題は、近代化とともに個人主義の

滅潮が広骨旬、地域を維持していた近隣の協力関係

が衰退したこと、社会の変化とともに発生する新た

な問題に対処する住民の相反扶助の仕組みが未発達

であることに起因している。近代化の'I'で私的領域

は個人主義とともに拡大したが、その反面、市民の

閣の公的な領域が縮小したために、私たちが「偶人

主義のしっペ返LJを被っている現状にあるο

&人生と産業と地域の問題君事

地域の問題を測の角度から捉え直してみよう。内

閣婦が:scについて調資した報告書{内閣府、2(05)
は地域社会で起こ号待品問題を 3つのカテゴリ}に

分けて毅現している。それによれば、第1に「猶々

人およびその周辺に起因する問題jとして、個人の

ライ7スデ}ジに応じて育児、砦者、高齢化などの

要因に翻するもの、第21こ「産業構造変化に起因す

る問題」としてすストラ、地元商業の衰退、一次産

業の表選、サーばÄ~量業化などの要因に関するもの、

第3に「コミュニテイの立地特性に起因する問題J
として都市部、ニュ』タウン、人口流入、過線、高

齢化、鋤草場所などの要因に関するものである260

この3つのカテゴリ←は人の生活(人生)とそれが

依拠する産業と地域の視点が基準になっている。

地域コミュニティの間磁を解決するカが弱体化す

ると、これらの要因からさまさeまな問題が顕在化す

る。先の「ご近所の底力」のテー?の例はこの3つ

のカテゴワーの視点でみることもでiきる。すなわち
第1の個々人およびその周辺に起因する問題は先の



橋祉の分野のテーマが多く含まれ、第2の産業構造

変化に起因する問題は商j占街や町工場の問題が含ま

れ、第3のコミュニチイの立地特牲に起因する問題

にはその他のまちづく号、環境、防犯、防災の分野

のす-"<1)'雪合まれる。

コミュニティの立地特牲に起因する問題に多くの

テ』すが含まれており、地域の特性によって起こり

え品問題は多様なことが分かる。そのような多様な

地域の問題に対処するには、画一的なサ}ピスを特

徴とする行政には大きな限界があり、地域コミュニ

ティを再興し住民社会主導の問題解決が求められる。

4国間態としτ現れにくい謀麗
本章では地域コミュニチイ崩壊による問題、すな

わち住民の相互扶助が弱体化したために発生するよ

うになった問題を主に取ち上げた。地域の問題解決

はコミュニチイの最小限の役舗であるが、地域コミ

ュニティの役舗は「問題Jの解決に留まらない。山
崎 (2∞3:105)によればコミュニテイの役割は大き
く分けて宍つある。それは生活光栄のための活動、

地域問題解決のための活動、地域綴織の運営である。

生活にマイナ兄の重要素である「問題jの解決と同時

に、プラ只の要素である生活を充実させる役割もあ

る。図った問題として現れるわけではないが、住民

の f生活の紫jを向上する上で大切なとと、住民の
生き甲室長を豊かにするために貢献できることがある。

例えば地域的祭専や趣味や文化的な活動である。現

代の地域社会ではあまり見られなくなった、近所づ

きあいなど住民間士の交流も問機である。その交流

が人びとのつなが哲や生活を豊かにして、次宝撃で詳

しく取雪上げるscを醸成する。
そのようま豊かな人間関係の基礎が帯夜すれば、

地域で何らかの問題が発生したときに、その解決の

ための活動を素早く起こすことができる。また問題

解決のための活動が生活金光突させるための活動に

発展するととも十分にあ哲得品。例えi:f地域の防狽

の活動は人びとの交流を促進して、きらに創造的な

まちづく号に発展する可能性がある。したがって、

地域の問題解決の活動と生請を充実きせる活動は、

地域で生きる人びとに必望書なつなが号を生み出し充

実させるという点で区別できるものではなく、五い

に相乗効果をもっ営みである。次章では、地域コミ

ュニティの再生を考える上で有用な概念を提供する

scの議論を紹介する。

地域コミュニティの再興に祷する考察号5

N毘地域コミュニティ再興とソーシャ}!.-キャピタル

先に先行研究で述べたように、社会の人と人のつ

ながりを表すために、 scの概念を用いた研究が進め
られている。本稿の目的である地減コミュニティ再

生の考察を進めるには、 sc研究の成果を取り入れる
ことが有識であろう。日本のscについて包括的な研
究を行った内閣府の調査結果から、日本の地域コミ

ュニティ再生の可能性や方策を検討する。

1園内閣蔚2002年鹿鯛策

内閣府による2002年度のscの調蜜結果(内閣府、
2002)に基づいて、地域コミュニティ蒋興の方策を

採ってみよう c との調査の主な目的は、第1にscと
市民活動について定量的に抱握すること、第2に市

民活動の事例分析を通して、市民活動がscを替かに
する"f骨量性骨探ることである。

務1の議資目的に関する内容は以下の通唱である(内

閣府、 2首位必)。先ず、①scと市民活動とは相互
に高めあう相関関係、②?官民活動を過してscが培養
される可能性、③scが豊かならば市民活動への参加
が促進される可能性、という3つの関係について、

アンケ』ト機貨を遥してこれらの仮説の検証が行わ

れた。いずれの仮説についても肯定的な結果音得て

いる。例えば二番目の仮説に関して、市民活動への

参加によって得られたこととして、地域・社会に対

する賞献ができた (54%)、価値観を共有する仲間

ができた (50%)、地域の様々な人とのつながりが

できた協粉、地域への愛着心曲者深まった(お%)

者どの図答を得ている。これらの結果は、市民活動

の推進は地域コミユニチイを再生す品上で宥効であ

ること告示している。

日本全国を対象に地域別(都道府県)のscを測定
した結果、大都市部において億が相対的に低し地

方善悪の鐙が相対的に高い綴rii]が確認された。また地

域別のscデ}タからは、 「ソ}シャル・キャピタJl〆
が豊かな地域ほど、失業軍事や犯罪率が低く、出生宣告

は痛い。また平均余命も長いJ綴肉が見られ、 「ソ
}シャル・キャピタルがわが国の国民生活等の分野

で社会での間藤解決能力の向上等を溺じて有議な成

果をもたらす可能性があることが示唆されるjと述

べている。

誌の時系列分析を行った結巣は以下の通りであるc

過去20年程度の2時点関の比較では、 scのうちの「つ
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きあい・交誠{ネットワ}タ)Jの重要素に含まれる
襲撃近所のつきあいや親戚づきあいの項自がそれぞれ

目立った減少を示したが、 「信頼{社会的信頼)J 
はあまり変化が見られず、 「社会参加 (I[醗候の規

範)Jのうちボランティア活動参加は増!J目していた。
また地域別にみると、相対的にscが裂かな地方都に
おいて減退している可能性が幾われ、大都市部では

scが横ばいないしは回復の可能性も窺えた。この結
果は第宜主壁で述べたコミュニティ崩壊のj謀関が現在

も存在していることを示している。

第2の調査目的に関する内容は以下の通号である(内

閣府、 2002:7針。事例議重量の観点として、u)どのよ
うにして市民活動が始まり、新しいscの誕生に結び
ついたか、②地域社会の中で市民活動がどのような

広がりをみせ、地域社会のおを変符させているのか、

③社会的な成果としてどのような現れ方をしている

のか、について事例が検討されている。-t-の結来、

以下の3要素がSCの誕魚、 rn民活動の広が号、さら
に新しいSCの誕生など、 SCの形成や変容に王監聖書で
あると結論している。

先ず、 iNPOやボランティア図体を立ち上げた人々

(当該市民活動の創始者)が、地域の議題を発見し

いそれに対応するための行動を起こしたことが、市

民活動のきっかけとなっているJとみて、それを「先
駆性あるいは課題発見カの袈素Jと位置づけた。次
に、 「活動のチ-'<'を設定した後には、 NPOやボラ

ンチイア団体を立ち上げた人々が、テ-'<'に掬する

理解者平共に行動してくれる人々を得るために、地

域に情報の共有化を働きかけ、相1'[湿解を求めるこ

とが行われたjとみて、それを「人間掬係づくりを

行うリーダーシッブあるいはコーデイネーターの要

素」と位置づけた。最後に、 iNPO.ボラ":/:;-ィア

団体が、団体メンバーが情報を共有化したり、栢瓦

理解を深めた唱するためのコミュニケーションの湯

とな号、またー方で、他の主体とつながるための場

となっていくことによって、ことを拠点とした橋渡

し灘17のソ』シャJレ・キャピタルの培養が始まって

いるJとみて、それを「コミュニケ}シ謂ンのため
の公共空間の要素Jと位置づけた。この3要素を簡
略化すれば、課題発見、議題の共有化、公共空間で

SCを培養、などの機能と表現できるだろう。
これらの3要素によって、水平的でオープンなネ

ットワーク1.が新たに誕生し、若草存のネットワ}タ

との連携を通じて地域の橋渡し的なSCを培養し、員正

存のネットワ}クも変化し話ー社化したとして、 SCの
誕生・拡大・発展などの変携を促すーっの運動パタ

}ンであると説明している。

きらにNPOやボランテイア団体という場告支配す

るJレール(規範)の必要性も強調している。団体が

機能し続けてゆくためには、備えば、 「参加を強制

きれない、団体の運営や活動についての意思決定に

多くのメンバ』が参加できる、メンバ』関で情報が

共有化されているなどの自主的、水平的なネットワ

}タを醸成するような規範Jの存在であるc以上が
2002年度の内閣府調査の内容であるc

量閣内題府2∞5年度観査
第2跨の内防府調査は京滋揮に実施された(内鴎府、

2005)。この調査はコミュニティ機能の再生を諜題
に掲げて行われ、第1にSCとコミュニテイの静鎖、
第2に欧州のSC関迷政策、第3にコミュニティ機能再
tF.とSC、害事4にSCの政策的インブワケーションの4
点を示すことが自的であった。ここで「コミュニテ

f機能jとは、地域社会にヰA起する問題を地域コミ

ュニティが解決する能力である。本稿に関連が襟い

内容として第lと第3について紹介する。

報告書の第1部「ソ}シャル・キャピタルとコミ

ュニティの評価Jでは、先ず「コミュニチィに対す
る現状認識Jとして、 「コミュニテイを巡る様々な
滞在的問題が発生jする原鼠骨3点挙げている。す

なわち「側々人およびその周辺に起関する問題j、

「産業構造変化に起因する問題J、 「コミュニティ
の立地特牲に起因する問題Jである。
次に、コミュニティの灘状に闘して「人と触れ合

う機会の減少や人間関係の希縛化」が問題であると

認識している。すなわち「一定水準以上の宮格化」

が助け合いを不要にしたこと、 「家族機能の滋綾J
によ号社会性を培う機会が失われていること、勤労

者の「地域内での生活時間そのものの減少」が近所

の人と知り合う機会を奪っていること、 「携帯や

ICTゅの普及jが人と直接会う必望書をなくしている

こと、などを挙げている。これらによ号人と触れ合

う機会が減少して人間関係が希薄化した、との問題

認識である。それは筆者が第E輩で述べた地域コミ

ュニティ崩壊の原図と共通している。さらに「霞裕

化と家族の崩壊と私事化jによ号多くの社会病理が

発生したことを指摘している。

2005年度のSCの定資調査では、個人に着目して



2002年度よりも詳細な分析を行っている。その結果

によると、日本のscが「一般的な信頼Jについて、
2002年から2005年の3年間で、学生や働き盛りの勤

労者を中心に減少しつつある可能性が見られた。ま

た f近所付き合い」の程度については、 「互いに相

談したり日用品の貸し借唱をするJつきあいが減少
して、 「あいきつ稜肢の最小限のつ事あい」が増大

している。このことから個人の「信頼jや「近所で

の付き合い・ネットワ}タJに限定すれば、日本の
SCI立当特の3年間で減少したのではないかと推滅し

ている。

第3古事の「コミュニティ機能再生とソ〕シャル・

キャピタJレJでは、 「コミュニティにおける諸課題
の解決Jのための事例を分析して、コミュニティ機
能再生のメカニズムを重量還している。先ず、コミュ

ニティの形成を阻害する婆閣として、 「地域の取り

組みに参加する層の編り、地域への帰属意識の変化、

骨量みや書l灘を持つ人々の社会的な孤立、地域の繰越

に取号轟lむ主体問に葬在する主主授や不信感、住民に

根強い行政依存の意識Jを挙げてい品。
そして「コミュニfィ機能の再構築の手法を開発

す晶Jために事例を分析し、コミュニティ機能再生
のプ口セスをパターン化して示している。すなわち、

多くの場合そのプロセスは、①ある種の危機感、②

危機感の共有化と活動の計画、③活動の実施による

問題の緩和や課題の解決、各新しい課題の発見、と

いう順序で選滋している。そして「この活動に際し

では、地域内外のノウハウや人材が地域内に投入~

れj、上認の④とそれが更に共有化・活動へ向かう

プロセスでは、 「課題の多様化・専門化に対Je;L、

地域内外のノウハウが投入きれJ、上記の①から③
の活動全体に亘って「当該地域のソーシャル・キャ

ピタjレが強く影響しているのではないかと推測Jし
ている〔内閣府、 2∞5:72)。以上が2∞5年度の内閣
府調査の内容である。

払地域コミュニティ再生とソーシャルキャピ書11-

内閣}青の調査結呆は、市民活動がSCを重量かにし地

域コミュニティを再興する可能性を示した。すなわ

ち市民活動による課越発見、課題の共有化、公共空

間でSCを培養、という可能性である。また市民活動

による問題解決のプロセスとして、ある種の危機感

をもち、その危機感を人びとと共有し活動を計画し

て、活動による倒壊の緩和平課題の解決を図号、そ

地域コミュニティの再興に祷する考察号7

して新しい課題を発見する、という標準的なパタ]

ンを見いだした。

このような市民活動は地域のSCによって促進され

ると同時に、逆に市民活動そのものがSCを綴成する

働きがある。すなわち人びとのつながちによって市

民活動が始まり、市民活動によって人びとのつなが

りが駿かになる、という相乗約な関様である。人び

とのつなが与が貧弱な地域では、市民活動が始まら

ないかというと必ずしもそうではなく、人びとの課

題発見や危機感と、それを地域で共布できる1)_ダ

}の存在が、市民活動を展開するカになっているc

このような市民活動普通して、地域の問題を解決

するコミュニティ機能が働く、すなわちコミュニテ

イが再興できる、とのJI，遥しが内閣府の欝夜報告に

込められている。しかし、ぞれのみで地域コミュニ

ティが再興できるだろうか。さらに、コミュニティ

崩壊の源開に対して何ができるのか、内閣府調査で

は踏み込んだ議論がなされていない。コミュニTイ

の蒋輿に向けて、きらに議論するべき課題があるの

ではないだろうか。これらに関する議論を;文章で試

みたい。

V.地域コミュニティ再興に向けたtきらなる諜題

本章では、内閣府のsc議査で明示的に扱われなか
ったが、主義望書と思われることについて考察する。主車

減コミュニティの再興に向けて、残されている幾つ

かの点を諮摘して、今後の課題を樽き彫号にしたい。

第1に市民活動が通常ごく一部の人ぴとによって

狙われている点である。活動に参加する人ぴとは地

域の中で点の存在であり、地域コミュニfィの再興

に必要なiliiの存在にはまだ届かない。現在の日本の

換縁活動(町内会や自治会など)は一部の人びとに

よって担われてお号、それは反面で地縁組織が謂滅

するグ}スが起きている遜由でもある。いかにして

コミュニチィ活動の担い手を広げるかという議題が

浮かび上がる。地域の朔融解決のみではなく、人ぴ

との多様な価値やニ』ズを大切にす晶ことが、活動

の担い手を広げるために効果的であろう G 例えばコ

ミュニティ活動において、健康や主主語甲斐といった

普遜釣な価値も、人びとの繋がりを広げるだろう。

第2に市民活動が扱う地域の問題は、傍えば児童

を守る防犯というように、特定の狭い領域に限られ
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る点である。時間的・空間的な広がりで見渡すと、

潜在的には無数とも言える問題や課趨が地域にある

ので、現在の市民活動はやはり面の中の点の帯夜で

ある。そのような地域の多くの課魁に対応できる能

力は、やは型地域コミュニティが再興した状況で実

現杏れるであろう。従って、単に問題を解決する<li

民活動のレベルに留まるの?はなく、あくまでも地

域コミュニテイの蒋興という、言わば地域文化の変

革を目指すことが求められている。そのような自覚

が必要であろう。

第3に「危機感Jで対応すべき課題はやは号線ら
れている点である。地域の問題解決に危機感は必要

であるc しかしそれは防犯・防災・安全・資源・環

境などの人関の生存が脅か寄れる課題が中心であろ

う。例えば人間関係の希薄化は、人闘の生存を直接

脅かすようには見えないが、現代の社会病理の原因

になっている。見えにくい問題は市民活動の対象に

な号にくいが、人生の基本的な生活が営まれる地域

コミュニティにおいて、 scで表現され晶ような豊か
な人関関係が強〈求められる。人間関係を豊かにす

る活動を主主み出してゆく必要性は大きい。地域通貨

による初互扶助の拡大はその一例である。次に述べ

る「生活の質Jの課題と密接に関わる。
第41こ「生活の質Jをめぐる課題である。生活の

質を向上させる耳~~組みは可能だろうか。現実に生

活の質のIIiJトーにつながる文化・スポ}ツ a趣味など

のグル』プi立地域の活動として成立している。一方、

参加者が減少して情動が衰退している地域も存在す

る。人の生活の本拠端である地域コミュニティで、

このような生活の質を向上する取り組みが必要であ

る却。そのためには生活の質を志向する錨値観の共

有が必要である。例えば、大量生産‘大量消費の生

活に個人が趨没するのではなく、人ぴとの交流が大

切な価値であ晶と認める考えが、 ‘般的な認融とし

て広まらなければならない。現代社会のイ腕鐙観の多

様化に対応して、多様な価髄を尊議することも生活

の質のi匂kにつながるだろう o これは本稿の最初に

言及したscの「ダ」タサイドJを克服する大切な条
件であろう a人ぴとの交流を促進して、多様な級績

を尊重すること、すなわち人びとの差異に対する精

神的な溺放性が重要である。

第5に地域コミュニティが崩壊した原因に関して、

{何らかの対策を講ずることは可能だろうか。その原

因については第E掌で述べた議ちであるが、側人主

議や利便牲を追求する風潮が衰える気配は見られな

い。偶人主義や利便性は現代の文明的な価値観であ

号、その変化が急に起きるとは考えにくい。しかし

生活の質を志向する価値綴によって、人ぴとの交流

や共同性が態宣重きれ、利己的な鏑人主義を緩和する

ことが期待できる。また環境問題の預から大量消費

は抑制~れるだろう。そうすれば精神的にかつ物質

的に、利己的な鏑人主義の風潮を抑える可能性が予

想される。例えば他人向上位がアパ}トなどの住居に

伎むのではなく、彼らが共同生活を営む実験的なラ

イ7;主タイルが芽生え普及している210 このような

新たなライフスタイルは、コミュニティが崩壊した

原因へのアンチ苧…ぜであろう。

本稿で紹介したようにscの研究が盛んにな号、幾
つかの図ではおを議成する政策おも実施されている。

それは人間関係や社会関係の額鑑に対する認識が高

まっていることの証左である。政策として市民教育

も有効である。イギリスではscを織成する自的でシ
チズンシップ教育認が行われている。 H本でボラン

ティア活動を促進す晶教育も行われるようになったc

地域コミュニfィが崩壊した原尽に対して、問題を

矯正する方向性が存在している。

議後に地域コミュニテイ再興を企図する今後の研

究課題を考えたい。地域コミュニテイ再興の課題は

非常に多岐に亘るので、本主撃で考察した内容に関速

する課題を挙げてみたい。筆者の関心に含まれる課

題は以下の通ちである。①市民活動を担う人びとを

いかに拡大で曇るか。③rIi民活動と地域コミュニテ

ィ再興の閣の距離を認識するには、理想的な地域コ

ミュニチイの事例を知ることが必要である。③人間

関係を豊かEこする地域活動にはどのようなものがあ

るか、様々な事例を収集してその可能性を開拓する

ことが必妥である。③「生活の質Jを向上する地域
活動にはどのようなものがあるか、様々な事例を収

集してその可能性を潤拓す晶ことが必要である。③

人びとの共同行動を促進するライフスタイんや市民

活動としてどのようなものがあるか、その可能性を

開拓することが必要である。

結崎

現代社会は人間関係が希薄化し、その恋影響が様々

な形で顕在化している。特に地域社会の人びとのつ

告がりが弱くなり、地域の問題を住民自ら解決する



能力が減返し、地域コミュニテイは崩壊の織に立た

されている。その原因は歴史的な趨勢としての近代

化、都市化、市場経済、個人主義などであるが、日

常生活のi掘では側々人の利便性の追求が人間関係の

希薄化を促進している。そのような現状を背景にし

て、人びとの社会的な関係性を議論するために、 「社

会的信頼j、 l1i酬伎の規範」、 「ネットワーク」

を内容とする、ソ』シャJレキャピタル (SC)の概念

が提唱されて、地域コミュニティの再興を志向する

研究の有益な手がかりになっている。日本でも内繍

府がscの金控i的な調査を二度に主主って実施した。そ
れらの調査では、日本のscが経年的にかつ全国的に
低下している可能性が示~れた。 同時に市民活動の

事例調奈によって、 scが向上して問題解決のコミュ
ニテイ機能が再生に向かう、メカニズムキプロセス

が明らかにされた。

しかしこの調査結果を検討して以下のことが明ら

かになった。地域コミュニティを再興するためには、

地域の問題を解決する市民活動のみでは不十分であ

る。なぜなら、 scの向上は地域の一部に留まるため、
社会に蔓延する事j己的な個人余義を克服できないか

らである。また関蔵解決の地域機能を潤復すること

は、地域コミュニティを再興する必要条件であり-1
分条件ではない。人との係わ唱を避けようとする現

代社会の風潮に対して、人と人のつながりや交流を

大切にして、それを綴億と考えるような人の生き方

の変革が必要である。そのような人の生き方を促す

ような、多様な市民活動を地域で展開できれば、 sc
の向上は広く深く浸透して、地域コミュニティ再興

の可能性は高まることが期待できる。

注

1 本稿で論じる地域コミュニティとは、都市の規

撲によっても変わるが、およそ小学校区{町内会)

から中学校区程度を想定している。人ぴとが近隣

社会として付き合いができる大きさである。従っ

て一般に都市全体はコミュニティの鰹腐を超えた

存在である。但し、地域コミュニティを諮る文脈

によってその大畠替は可愛的である。

2 国民生活審議会の報告書による「コミュニティJ
の定義は以ドの通草である。 Iコミュニティとは、

自主性と責任を自覚した人々が、問題意識を共有

地域コミュニティの再興に祷する考察号盟

するもの同士で白発的に結ぴっき、ニーズや課題

に能動的に対定、する人と人のつなが唱の総体であ

る。 J (国民生活審議会、 2005:3)また同報告書
はコミュニテイの必袋牲が高まる理由として、 「暮

らしにおける多機なニーズの出現JI人々の社会
的孤立の深刻化JI企業や行政が果たす役割の限
界と新たな致事jの3点を挙げている。

3 本稿ではsocialcapi匂lを「ソ』シャJレキャピタ

JレJと表記するが「ゾ}シヤjレ・キャピタル」と
表記する文献も多い。本文で引用する場合は出典

に従って表記するので、本文に両者が混在する結

果になっている。

4 山岸 (1宮官官)は「関係資本という言葉は英語の

加cialcapitalの訳で、通常は社会資本と訳書れま

すが、道路や鉄道や下水道などの公共施設を意味

する社会資本と滋関される恐れがあるため、本書

では関係資本と訳しますJとして f関係資本Jの
用語普を使用しているe

5 協調行動を促進するので、取引コストを低下さ

せる結果、市場の効率化をもたらす。他にふ社

会ー経済の~まざまな頭で望ましい効果をもたら

すと考えられている。

6 r地域共同管理の社会学jの著者中国(1993)
によれば、 「地域共同管理Jとは地域施設などの
共闘利用者である地域住民が、地域管理への発言

力を強め地域管理へ共同して参濁すること。

7 その仕組みが町内会・自治会、コミュニfィ組

織であるとして、それら綴織のあり方について詳

しく議べてU喝 c

畠 scの「ダ-7サイドjとは強カな「結合型SCJ
に内在する排他性の危険性である。ここで結合型

scとは組織の内部における人と入の同質的な結び
つきで、内部で信頼・協力・結束を生むもの。例

えば家族内平民族グ1レーブ内のメンバー間の関係。

それに対して異質な人や組織を結びつけるネット

ワ』クを「橋渡し潮scJと呼ぶ。いずれも結びつ
畠に恋わりはなく、関鎖的でなく開放的であれば

f結合型.SCJも大切な価値であると筆者は考える。
本稿ではソーシャルキャピタルそのもののではな

く、コミュニティの再興の議論を自的にLている

ので、論旨を複雑にしないためにソ]ヤャルキャ

ピタんのダークサイドの議論はあま単行わない。

(第V章で多少言及する)

告 内閣府匂双沼5)ではわ・すなわち新しい[公j
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の分野を担う市民の役割に大きな期待が寄せられ

ている..J 、総務省 (2007b)では「地域コミュ
ニティ活動への参加iこそがむしろ『公jなのであ

るという意識の転換が求められている。凶塊の世

代が会社組織から解き放たれ、地域コミュニティ

に戻るこれからの時期こそ、真の『公jを優先で

きる機会..Jと述べている。

10 伝統的なコミュニテイが持っていた緒方A扶助の

機能を喪失し、人間関係が希薄化している現代の

都市の地域全l会の状況を「コミュニテイの崩壊J
と本稿で形容した。

11 地域の自然資源(林野など)を地域コミュニティで

共同利用する日本の伝統的な資源利用管理方式。

12 r普請z 普く人々に誘う」は多くの人々に呼ぴ
かけて労役についてもらったことに由来する。土

木や建築などの労役に共闘で従事してもらうこと

を言った。

路江戸時代の税制で農民の収穫の4翻#税金となり、

5脅jが農民自身のものにな品こと。

14 個人の権利と自由を尊重す品一面においては、全

体主義に対して個人余義は.if.‘しい価値であるが、

γイナス瀬として綴人が他者との関係伎を軽視す

る傾向が強くなっている。本穏で「車j己的な個人

主著むと表現した理由である。 r過度な個人主義J
とか「行き過ぎた僑人主義」などと表現されるこ

ともある。

15 中国新聞 (200吉年3月10日}によると、広鳥市

のベッドタウンとして発展してきた廿日市市では、

10;号所以上の団地が造成きれて語たが、分譲から

30年以上経過した開港も多く、高齢化率が30%を

越える団地が存在し、コミュニティ機能の維持や

自治活動への影響が懸念されている。

l右側えばニュータウン特有の間援を解決するため

の研究や活動が行われている(布施，2006;内閣

成捌5:制。

17 橋渡し烈のSCとは、巽なる叡織潤における異質

な人や組織を結びつけるネットワーク。例えば、

民族グル}ブを超えた鴻の関係とか、知人・友人

の友人などとのつなが号 c

路市民活動は市民一人一人の自発牲に起幽するも

のである。強制的に参加させられ品とか、トップ

ダウンの意志決定は、水平的でオープンなネット

ワークとは相反する。後述のjレール(規範}の倒

が水平的でオープンなネットワ}クのあり方を示

している 0

1邑 ICTとは匝for盟組。盤 00血血阻ic出 on睦chno1ogyの

ことで、官皇子メールなどコンピューターを介した

通信技術。

2由 団塊の世代が定年返事量をして地域に戻りつつあ

品。彼らには地域貢献への意欲が強〈見られる。

人びとのつなが号を議かにして、生活の質を大切

にする文化を創造して欲しいものである。

21 例えば日本ではシェアハウ兄、シェアル}ム、

ゲストハウスなどと呼ばれる厨住形態が広ま号つ

つある。 7ランス・パリでは、都市の独膳老人と

他人の関係にある若い人が2人で共同生活をする

活動が、孤独に悩む老人と高い家賃が払えない蒼

い人の 2つの問題を解決するために、ある団体に

よって推進されている。

22SCに関する政策上主較がアイルランド、イギ1))¥、

アメワカ、カナダ、オーストラワアについて f日
本のソーシャル・キャピタルと政策j (日本総合

研究所、加08)1:紹介されている。
23 英国では1980年代の終盤から市民として行動す

る際に必要な知識能力、イ燭僚観骨身につける「シ

チズンシップ教育 (Ci註zenshipEducation) Jの
必要性が議論されるようにな号、 2002!f'から全国

共通カリキュラムとしてシチズンシップ教育が導

入され、中等教育段階での必修科目となった 011
本、加。7)。
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